
豊かさと持続性が調和する
社会の創造への貢献

株主のみなさまへ
昭和電工株式会社

別冊
特集
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「
シ
ョ
ウ
レ
イ
ア
ル
®
」
も
昨
年
７
月
に
稼

動
開
始
し
た
パ
イ
ロッ
ト
プ
ラ
ン
ト
で
生
産

し
た
試
作
品
の
提
供
を
進
め
て
い
ま
す
。

本
年
の
別
冊
特
集
で
は
、

引
き
続
き
、
事
業
化

加
速
の
重
点
テ
ー
マ

で
あ
る
成
長
・
育
成

分
野
の
パ
ワ
ー
半
導

体
用
Ｓ
ｉ
Ｃ
エ
ピ
タ

キ
シ
ャ
ル
ウ
ェ
ハ
ー
、

照
明
用
有
機
Ｅ
Ｌ
、

研
究
開
発
分
野
で
の

燃
料
電
池
用
カ
ソ
ー

ド
触
媒
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
ご
報
告
し

ま
す
。

代表取締役社長

ペ
ガ
サ
ス
２
年
目
の
本
年
、
さ
ら
な

る
高
み
に
飛
翔
す
る
た
め
に
は
、

成
長
・
育
成
分
野
に
位
置
付
け

ら
れ
て
い
る
事
業
を
、
確
実
に
ス
テ
ッ
プ
ア

ッ
プ
さ
せ
る
こ
と
と
、
ポ
ス
ト
ペ
ガ
サ
ス（
２

０
１
６
年
～
）
に
向
け
た
研
究
開
発
テ
ー

マ
に
つ
い
て
、
事
業
化
の
方
向
性
を
明
確
に

さ
せ
る
こ
と
が
重
要
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
当
社
グ
ル
ー
プ
は
「
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
環
境
」
「
情
報
・
電
子
」
の
２
つ

の
事
業
ド
メ
イ
ン
（
領
域
）
に
研
究
開
発

資
源
を
集
中
し
て
投
入
し
て
い
ま
す
。

昨
年
の
中
間
報
告
書
・
別
冊
特
集
で
ご

報
告
し
ま
し
た
、
先
端
電
池
材
料
関
連
の

製
品
は
、
生
産
能
力
の
増
強
も
計
画
通
り

進
ん
で
お
り
、
存
在
感
を
持
つ
一
定
規
模

の
事
業
に
向
け
て
順
調
に
売
上
を
伸
ば
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
耐
熱
透
明
フ
ィ
ル
ム

新しい発想と深い技術力をもつ

   個性派企業として、

人々の豊かな暮らしへの
願いを、

　　中期経営計画“ペガサス”で、

ひとつでも多く「具体化。」します。

〜ペガサス２年目の飛翔〜

化
学
企
業
の
実
現
へ

グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
で

特
徴
あ
る
存
在
感
を
も
つ

ＳｉＣ
エピタキシャル
ウェハー

ショウレイアル®

有機EL照明

2つの事業ドメイン

先端電池
材料

豊かさと持続性が調和する
社会の創造に貢献

進化する個性派化学

部材・素材
ソリューション

エネルギー・
環境

先端技術

基盤技術 特異技術
情報・電子

1

010_0282390392409.indd   1 2012/08/17   17:00:22



SiCパワー半導体用途ロードマップ

パ
ワ
ー
半
導
体
と
は
、
発
電
所
や
太
陽

光
発
電
等
の
分
散
電
源
で
作
ら
れ
た
電
力

を
、
送
電
、
蓄
電
、
消
費
と
い
う
様
々
な

場
所
で
使
い
や
す
い
よ
う
に
変
換
す
る
省

電
力
デ
バ
イ
ス
で
す
。
主
に
モ
ー
タ
ー
の
回

転
制
御
等
に
利
用
さ
れ
て
い
る
イ
ン
バ
ー

タ
ー
の
主
要
な
部
品
と
し
て
活
躍
し
て
い

ま
す
。
Ｓ
ｉ
Ｃ
パ
ワ
ー
半
導
体
は
、
従
来

の
Ｓ
ｉ
（
シ
リ
コ
ン
）
半
導
体
に
比
べ
、
高

▼	

パ
ワ
ー
半
導
体
と
は

▼	
Ｓ
ｉ
Ｃ
エ
ピ
タ
キ
シ
ャ
ル
ウ
ェハ
ー

供
給
体
制
の
確
立

▼	

広
が
る
用
途
で

低
炭
素
社
会
の
実
現
へ

２
０
０
５
年
か
ら
の
産
業
技
術
総
合
研

究
所
、
電
力
中
央
研
究
所
と
当
社
に
よ
る

共
同
研
究
と
有
限
責
任
事
業
組
合
エ
シ
キ

ャッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
を
通
じ
た
製
品
販
売
を

経
て
、
２
０
０
８
年
末
に
当
社
が
そ
の
事

業
を
譲
り
受
け
、
研
究
開
発
の
継
続
と
量

産
体
制
の
確
立
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。当

社
の
Ｓ
ｉ
Ｃ
エ
ピ
タ
キ
シ
ャ
ル
ウ
ェハ
ー

は
、
良
好
な
表
面
平
滑
性
を
有
し
、
特
性

均
一
性
、
結
晶
欠
陥
が
制
御
さ
れ
た
世
界

最
高
品
質
を
量
産
ベ
ー
ス
で
実
現
し
て
い
る

こ
と
が
強
み
で
す
。

Ｓ
ｉ
Ｃ
パ
ワ
ー
半
導
体
の
市
場
拡
大
に
は

信
頼
性
と
コ
ス
ト
が
課
題
で
す
。
当
社
は
、

こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
大
口
径

温
動
作
が
可
能
で
、
高
電
圧
大
電
流
に
耐

え
ら
れ
る
性
質
を
も
っ
て
い
る
の
で
、
機
器

の
軽
量
化
や
小
型
化
に
寄
与
し
ま
す
。
ま

た
電
力
の
変
換
効
率
が
よ
い
の
で
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
も
貢
献
し
ま
す
。

発
電
プ
ラ
ン
ト
、
送
電
設
備
、
家
電
や

鉄
道
に
至
る
ま
で
電
気
を
扱
う
機
器
に
は

必
ず
と
いって
も
よ
い
ほ
ど
、
電
力
制
御
装

置
と
し
て
パ
ワ
ー
半
導
体
が
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
自
動
車
、
調
理
機
器
や
給

湯
器
な
ど
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
が
化
石
燃
料

ＳｉＣエピタキシャルウェハー

未
来
を
守
る

低
炭
素
社
会
の
実
現
へ

開
発
・
事
業
化
を
加
速
し
ま
す 

パ
ワ
ー
半
導
体
用
Ｓ
ｉ
Ｃ 

エ
ピ
タ
キ
シ
ャ
ル
ウ
ェ
ハ
ー

2010

10kV
5kV
3.3kV

1.7kV

1.2kVSi
C素
子
耐
圧

600V

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

車載

電鉄

産業機器

新エネルギー

●風力 ●太陽光

●地下鉄 ●新幹線

●大規模サーバー

●工事車両
●ロボット
●放電加工機

●変電所

●HEV/EV

●エアコン

家電

発電・送電

データセンター
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市場規模（億円）

DI 社調べ（2010年）
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■産業機器
■新エネ
■民生/IT
■自動車

か
ら
電
気
に
シ
フ
ト
し
つ
つ
あ
る
分
野
も
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
す
べ
て
に
Ｓ
ｉ
Ｃ
パ
ワ
ー

半
導
体
が
使
わ
れ
れ
ば
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
削
減
に
計
り
知

れ
な
い
ほ
ど
の
効
果
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
に
お
い

て
、
送
変
電
お
よ
び
配
電
時
に
約
27
％
も

の
ロ
ス
が
生
じ
て
い
ま
す
。
国
内
の
パ
ワ
ー

半
導
体
が
Ｓ
ｉ
Ｃ
に
置
き
換
わ
っ
た
場
合
、

原
子
力
発
電
設
備
５
～
10
基
も
の
発
電
能

力
に
相
当
す
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
実
現
さ
れ

る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

化
、
高
品
質
化
と
コ
ス
ト
低
減
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

SiCデバイス市場規模予測
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照
明
用
有
機
Ｅ
Ｌ

燃
料
電
池
用
カ
ソ
ー
ド
触
媒

　
発
光
効
率
が
高
く
、省
エ
ネ
型
の
次
世
代
照
明
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
有
機
Ｅ
Ｌ
照
明

は
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
よ
う
な
点
光
源
で
は
な
く
面
光
源
で
柔
ら
か
な
光
を
発
し
、フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に

波
長（
＝
色
）を
変
え
ら
れ
る
の
が
特
長
で
す
。

　
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
や
自
動
車
、さ
ら
に
は
移
動
用
の
電
源
と
し
て
認
知
さ
れ
つ
つ
あ
る
燃
料

電
池
は
、ク
リ
ー
ン
で
省
エ
ネ
効
果
の
高
い
発
電
方
法
と
し
て
今
後
普
及
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。燃
料
電
池
の
中
で
触
媒
は
、燃
料
や
酸
素
を
活
性
化
し
発
電
し
や
す
く
す
る
た
め
の

も
の
で
、重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。現
在
は
、白
金
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、白
金

は
高
価
で
供
給
リ
ス
ク
が
高
い
貴
金
属
で
す
。そ
の
た
め
、白
金
を
低
減
す
る
か
白
金
に
替

わ
る
触
媒
の
開
発
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
社
が
開
発
中
の
触
媒
は
、
固
体
高
分

子
形
燃
料
電
池
用
に
、
主
に
カ
ソ
ー
ド
触

媒
と
し
て
使
用
さ
れ
ま
す
。
安
定
性
が
高

く
、
耐
久
性
の
向
上
に
寄
与
す
る
チ
タ
ン

に
炭
素
、
窒
素
お
よ
び
酸
素
な
ど
の
元
素

を
組
み
合
わ
せ
た
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
を
基
本
骨

格
と
し
て
い
ま
す
。
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
は
当
社

の
得
意
分
野
で
あ
る
こ
と
か
ら
当
社
の
独

自
性
を
打
ち
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

安
く
将
来
性
の
あ
る
独
自
カ
ソ
ー
ド
触

媒
で
あ
る
こ
と
を
お
客
様
に
ア
ピ
ー
ル
で
き

る
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
社
会
の
持
続
的

発
展
に
貢
献
す
る
た
め
、
特
長
を
活
か
し

て
早
期
の
事
業
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
１
年
は
、
素
子
で
の
高
性
能
化

の
追
求
と
、
実
用
レ
ベ
ル
の
大
き
さ
の
パ
ネ

ル
で
の
実
証
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。

従
来
よ
り
も
発
光
効
率
を
高
く
で
き
る
新

構
造
と
そ
の
新
構
造
に
合
っ
た
材
料
の
追

求
に
よ
り
、
素
子
の
高
性
能
化
を
実
現
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
パ
ネ
ル
の

実
証
で
は
、
面
積
が
大
き
く
な
る
と
表
れ
や

す
い
発
光
ム
ラ
や
電
力
効
率
の
低
下
な
ど
、

実
用
化
に
向
け
た
課
題
の
解
決
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
本
年
は
、
さ
ら
に
面
積
を
広

げ
た
パ
ネ
ル
の
試
作
に
も
挑
戦
し
、
事
業
開

始
に
向
け
た
体
制
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

現
在
、
有
機
Ｅ
Ｌ
照
明
市
場
は
黎
明
期

に
あ
り
ま
す
。
本
年
の
試
作
を
価
値
あ
る
も

の
と
し
、
目
標

レ
ベ
ル
に
達
し

た
パ
ネ
ル
を
内

外
に
示
し
て
い

き
ま
す
。

▼	

当
社
カ
ソ
ー
ド
触
媒
の
特
長

● ● ● 有機ＥＬ照明が生み出すあらたなあかり ● ● ●

▼	
開
発
の
ポ
イ
ン
ト

▼	「
具
体
化
。」に
向
け
進
ん
で
い
ま
す

▼	

開
発
の
ポ
イ
ン
ト

有機EL照明

燃料電池スタック

セル

ガス拡散層

アノード触媒

ガス拡散層

電解質膜

カソード触媒

セパレーター

酸素

水素

燃料電池セル構造

高
発
光
効
率
、
低
動
作
電
圧
、

連
続
波
を
有
す
る
ス
ペ
ク
ト
ル
、

水
銀
フ
リ
ー
と
い
っ
た
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
特
長
か
ら
、
省
エ
ネ
に
貢

献
で
き
、
廃
棄
時
に
も
環
境
に
や

さ
し
く
、
自
然
や
人
と
も
調
和
す

る
や
さ
し
い
あ
か
り
で
す
。

厚
さ
が
数
ミ
リ
の
薄
く
軽
い
面

光
源
で
あ
る
こ
と
や
発
熱
が
圧
倒

的
に
少
な
い
こ
と
か
ら
、
省
ス

ペ
ー
ス
化
が
可
能
で
、
凹
凸
が
な

く
、
絵
画
、
生
鮮
食
品
な
ど
を
や

さ
し
く
、
ま
た
美
し
く
照
ら
す
こ

と
が
で
き
る
あ
か
り
で
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
紙
な
ど
の
曲

げ
ら
れ
る
素
材
の
上
に
貼
っ
て
自

由
な
形
状
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

ア
ー
ト
な
あ
か
り
で
す
。
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ア
ル
ミ
電
解
コ
ン
デ
ン
サ
ー
は
、
液

晶
テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
、
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
な
ど
の
家
電
製
品
か
ら
、

イ
ン
バ
ー
タ
ー
用
省
エ
ネ
製
品
、
パ
ソ

コ
ン
な
ど
Ｉ
Ｔ
機
器
、
電
気
自
動
車

や
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
向
け

自
動
車
関
連
機
器
、
さ
ら
に
風
力
や

太
陽
光
と
いっ
た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野

に
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

中
国
を
は
じ
め
と
す
る
新
興
国
の
経

済
発
展
に
よ
る
市
場
の
拡
大
も
あ
り
、

ア
ル
ミ
電
解
コ
ン
デ
ン
サ
ー
の
需
要

は
、
２
０
１
５
年
ま
で
年
率
約
10
％

の
成
長
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
特

に
、
今
後
は
エ
コ
カ
ー
向
け
や
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
分
野
向
け
の
高
圧
型
電
解
コ

ン
デ
ン
サ
ー
の
需
要
が
大
き
く
伸
び

る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

堺
事
業
所
の
増
強
と

中
国
・
南
通
市
に
新
拠
点
の
設
立

堺
事
業
所
に
お
い
て
は
、高
純
度
ア

ル
ミ
の
精
製
能
力
増
強
と
圧
延
工
程
の

改
造
、焼
鈍
工
程
の
設
備
追
加
等
を
行

い
ま
す
。ま
た
、中
国
に
お
い
て
は
、南

通
市
に
生
産
拠
点
の
設
立
を
決
定
し
、

本
年
３
月
に
起
工
式
を
行
い
ま
し
た
。

堺
事
業
所
よ
り
供
給
す
る
圧
延
後
の
箔

（
仕
上
箔
）
に
最
終
製
品
加
工
を
行
い
、

中
国
国
内
の
お
客
様
に
供
給
す
る
計
画

で
す
。

電
化
製
品
、パ
ソ
コ
ン
等
の
心
臓
部
に
あ
た
る

「
基
板
」に
実
装
さ
れ
て
い
る
円
柱
状
の
部
品
が

「
ア
ル
ミ
電
解
コ
ン
デ
ン
サ
ー
」で
す
。 

ア
ル
ミ
電
解
コ
ン
デ
ン
サ
ー
は
、陽
極
に
高
純

度
箔
を
用
い
て
、誘
電
体
に
は
ア
ル
ミ
表
面
に
形

成
さ
せ
た
酸
化
皮
膜
を
利
用
し
、陰
極
と
し
て

電
解
液
を
含
浸
さ
せ
た
電
解
紙
と
陰
極
箔（
こ

れ
も
ア
ル
ミ
）を
重
ね
合
わ
せ
た
積
層
構
造
を
し

て
い
ま
す
。

当
社
グ
ル
ー
プ
が
供
給
す
る
ア
ル
ミ
電
解
コ

ン
デ
ン
サ
ー
用
高
純
度
箔
は
、日
用
品
等
で
使
用

さ
れ
る
一
般
の
ア
ル
ミ
箔
と
異
な
り
、純
度

9
9・９
９
％
の
高
純
度
ア
ル
ミ
を
圧
延
す
る
こ

と
に
よ
り
生
産
さ
れ
ま
す
。

●
グ
ロ
ー
バ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ア
ル
ミ
電
解
コ
ン
デ
ン
サ
ー
用

高
純
度
箔

成
長
市
場
で
の
国
際
競
争
に
勝
ち
抜
く

素子の
基本構造

陽極アルミ箔 リード線（端子）

陰極アルミ箔

電解紙

アルミリード

堺事業所

南通市は江蘇省の南部、長江を挟んで上海市の北に位置し、東に黄海、南
に長江が広がる水に恵まれた都市です。立地条件に恵まれた同市は、すで
に様々な産業基盤が整っており、大きな発展の可能性を秘めた地域とし
て注目を集めています。

南通市はこんなところです

環境モデル都市である堺市は、市民、企業、大学等研
究機関、団体、行政が互いに連携を図り、「快適な暮ら
し」と「まちの賑わい」が持続する低炭素都市「クール
シティ・堺」の実現をめざしています。堺事業所では、

「共生の森ＳＡＫＡＩクールダム計画」活動の一環で
ある緑化活動に参加しています。

クールシティ・堺への参加〜堺事業所

クールシティ・堺への参加

南通市
南通市新拠点での起工式

アルミ電解コンデンサー
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持続可能な社会に貢献しています
当社グループの製品は、私たちの身近なところで

環境への負荷低減や暮らしやすい環境づくりに貢献しています。

植
物
工
場
向
け
超
高
輝
度
Ｌ
Ｅ
Ｄ

　

低
い
食
料
自
給

率
、頻
発
す
る
異
常

気
象
、食
の
安
全
へ

の
不
安
な
ど
を
背
景

と
し
て
、い
わ
ゆ
る

「
植
物
工
場
」が
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

植
物
工
場
と
は
、

環
境
お
よ
び
生
育
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
基

礎
と
し
て
、高
度
な

環
境
制
御
と
生
育

予
測
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、野
菜
等

を
計
画
生
産
す
る
栽
培
施
設
で
す
。

　
光
を
制
御
し
、植
物
の
光
合
成
曲

線
に
合
わ
せ
た
最
適
な
波
長
だ
け
を

効
率
的
に
照
射
す
る
こ
と
が
で
き
、

消
費
電
力
削
減
を
図
る
に
は
、Ｌ
Ｅ

Ｄ
が
最
も
有
効
で
す
が
、最
適
波
長

と
さ
れ
る
ピ
ー
ク
波
長
６
６
０ｎｍ
の

出
力
が
課
題
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、当
社
は
２
０
０
９

年
に
、世
界
最
高
出
力
６
６
０ｎｍ
赤

色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
素
子
の
開
発
に
成
功
し
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
植
物
工
場
が
現
実
の
も
の
と

な
り
ま
し
た
。

　
当
社
グ
ル
ー
プ
は
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
は
じ

め
、植
物
工
場
に
必
要
な
Ｃ
Ｏ
２
、ア

●
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
状
況

　
当
社
グ
ル
ー
プ
の
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
は
、基
準
年
比
で
平
均
15
％

（
２
０
０
８
年
～
２
０
１
１
年
平
均
）

の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。京
都
議
定

書
に
定
め
る
基
準
年
比
で
平
均
６
％

の
削
減
を
自
力
で
達
成
す
る
こ
と
を

目
標
と
し
、温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

削
減
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
進
め
て

い
ま
す
。

　
当
社
は
、製
造
工
程
等
で
発
生
す

る
産
業
廃
棄
物
の
再
資
源
化
に
つ

い
て
、本
年
５
月
よ
り
当
社
全
体
で

包
括
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま

し
た
。第
一
段
階
と
し
て
、国
内
の

各
事
業
所
か
ら
発
生
し
た
有
機
系

排
出
物
を
川
崎
事
業
所
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ケ
ミ
カ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ン
ト
で
ガ
ス
化
処
理
し
、ア
ン
モ

ニ
ア
と
炭
酸
ガ
ス
の
原
料
と
し
て

再
資
源
化
し
ま
す
。

　
今
後
は
、有
機
系
排
出
物
以
外
に

つ
い
て
も
再
資
源
化
を
進
め
、２
０

１
５
年
に
は
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

の
達
成
を
目
指
し
ま
す
。

●	

ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン＊
に
向
け
た	

産
業
廃
棄
物
の
再
資
源
化

＊
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン：
産
業
廃
棄
物
の
最
終

埋
立
処
分
量
が
、発
生
量
の
１
％
以
下
に
な
る

こ
と
。

ル
ミ
栽
培
棚
、ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
用
断

熱
パ
ネ
ル
、反
射
板
な
ど
様
々
な
部

材
を
供
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
れ
ら
を
一
体
と
し
て
、「
昭
和
電
工

植
物
工
場
シ
ス
テ
ム
」と
し
て
展
開

し
て
い
く
予
定
で
す
。

●
広
が
る
植
物
工
場
の
可
能
性

・�出
荷
サ
イ
ク
ル
の
短
縮
と
収
穫

量
の
増
大
を
実
現
す
る
こ
と
で
、

十
分
な
食
料
の
供
給
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

・�藻
類
培
養
に
も
有
効
で
あ
り
、藻

類
を
用
い
た
有
用
物
質
製
造
や

バ
イ
オ
燃
料
生
産
へ
の
応
用
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

環
境
負
荷
低
減
へ
の

取
り
組
み

国内のみならず、海外への展開を目指していきます。

太
陽
光
が

強
す
ぎ
る
地
域
で

柔
ら
か
な

照
明
を
提
供

中東

冬
場
日
照
が

少
な
い
地
域
で

安
定
生
産
を
実
現

北欧

狭
い
土
地
で

効
率
よ
く

野
菜
を
栽
培

シンガポール
香港

ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
で

完
全
無
農
薬
の

安
全
野
菜
を
栽
培

日本・中国

2,000

2,500

3,000

3,500

2008年
～2012

年

当社目
標2010

年
2011

年
2009

年
2008

年
2007

年
2006

年
1990

年

（基準
年）

温室効果ガス排出量推移と目標温室効果ガス排出量推移と目標

+1%+1% -1%-1%
-6%-6%

-16%-16% -19%-19% -20%-20%

-6%-6%

（kt-CO2）

LEDを用いた植物工場システム
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秩
父
事
業
所（
埼
玉
県
）

　
地
域
に
根
付
い
た
企
業
を
目
指
し
て
、
秩

父
事
業
所
の
有
志
に
よ
り
企
画
さ
れ
た
こ
の

事
業
所
見
学
会
。

　
秩
父
事
業
所
の
あ
る
影
森
地
区
か
ら
町
会

役
員
28
名
の
方
に
来
場
い
た
だ
き
、
秩
父
事

業
所
の
概
要
や
、
安
全
・
環
境
へ
の
取
り
組

み
を
紹
介
し
た
後
、
実
際
の
製
品
を
見
た

り
、
触
れ
た
り
で
き
る
体
験
型
の
見
学
を
３

チ
ー
ム
に
分
け
て
行
い
ま
し
た
。
見
学
終
了

後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
多
く
の
方
か
ら
満

足
の
評
価
を
い
た
だ
き
、
今
後
、
対
象
を
広

げ
て
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

事
業
所
見
学
会

喜
多
方
事
業
所（
福
島
県
）

　
近
隣
の
高
校
１
・
２
年
生
６
名
を
対
象
に

３
日
間
受
け
入
れ
、
実
習
で
は
主
に
、
現
場

の
ダ
ン
ボ
ー
ル
や
折
り
た
た
み
式
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ケ
ー
ス
の
組
み
立
て
お
よ
び
ビ
ニ
ー
ル
掛

け
、
検
査
業
務
な
ど
を
経
験
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
高
校
生
か
ら
は
、
働
く
こ
と
の
大
変

さ
や
周
囲
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

っ
て
仕
事
を
す
る
こ
と
の
重
要
さ
を
知
り
、

今
後
の
学
校
生
活
や
将
来
に
活
か
し
て
い
き

た
い
と
の
前
向
き
な
感
想
を
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

当
社
グ
ル
ー
プ
で
は
、
就
職
を
考
え
る
学

生
が
実
際
の
職
場
で
の
体
験
を
通
じ
、
自

ら
の
適
性
と
職
業
の
関
わ
り
等
に
つ
い
て
考

え
る
機
会
と
し
て
、
就
業
体
験
、
い
わ
ゆ
る

「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」を
国
内
外
の
９
事
業

所
で
行
っ
て
い
ま
す
。

シ
ョ
ウ
ワ
・
エ
ス
テ
リ
ン
ド
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

　

近
隣
の
工
科
系
高
校
の
２
年
生
２
名
を

（
新
学
期
の
７
月
か
ら
３
年
生
）対
象
に
、
６

～
７
月
の
２
ヶ
月
間
受
入
れ
、
品
質
保
証
部

に
所
属
し
て
工
程
分
析
、
製
品
分
析
等
を
経

験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
過
去
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
経
験
し

た
優
秀
な
学
生
を
卒
業
後
に
従
業
員
と
し
て

採
用
し
た
実
績
も
あ
り
、
今
後
さ
ら
に
受
入

れ
人
数
を
増
や
す
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

喜多方事業所（福島県）

ショウワ・エステリンド・インドネシア

LEDの色ごとに
植物育成のための
役割があります

１枚のウェハーから
0.3ミリ角程度のＬＥＤチップが
たくさん取れるのです

当事業所のLＥＤや
レアアースといった製品は、
省エネや環境にやさしい
製品に使われています

レアアースメタルは、見た目以上に
手にずっしりします

昭

和

電

工

グ

ル

ー

プ

は
、

地

元

地

域

で

さ

ま

ざ

ま

な

活

動

を

行

っ

て

い

ま

す
。

ととも
に

地
域
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〒105-8518　東京都港区芝大門1-13-9  Tel.03（5470）3111

IPA（イソプロピルアルコール）等
の有害物質を含む「湿し水」を使わ
ない水なし印刷を採用し、VOCの
発生を大幅に削減しています。

VOC（揮発性有機化
合物）の発生の少な
い、ベジタブルインク
を使用しています。

色覚の個人差を問わず出来る
だけ多くの方に見やすいユニ
バーサルデザインにしていま
す。

見やすく読みまちがえにくいユ
ニバーサルデザインフォントを
採用しています。適切に管理された森林資源を

用紙の材料にしています。
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